
は
じ
め
に

小
論
は
唐
代
の
中
使
あ
る
い
は
内
使
と
汎
称
さ
れ
る
任
務
に
つ
い
て
考
察
す
る
も

の
で
あ
る
。
中
使
あ
る
い
は
內
使
と
は
内
官
が
任
ぜ
ら
れ
た
内
廷
の
使
者
を
意
味
し
、

両
者
は
同
一
の
実
態
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
注
１
）。
各
種
史
料
に
お
い
て
は

中
使
の
方
の
検
出
頻
度
が
高
い
の
で
、
本
論
に
お
い
て
は
便
宜
的
に
中
使
の
語
を
以

て
両
者
を
指
す
も
の
と
す
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
内
廷
の
使
者
で
あ
る
中
使
は
唐
代
に
限
っ
た
も
の
で
は
な

い
が
、
筆
者
が
唐
代
の
中
使
に
関
心
を
寄
せ
る
に
は
理
由
が
あ
る
。
筆
者
は
嘗
て
宋

代
に
三
班
使
臣
と
総
称
さ
れ
る
官
職
系
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。（
注
２
）
そ

の
際
、
こ
の
三
班
使
臣
の
淵
源
を
唐
代
に
内
官
が
任
ぜ
ら
れ
た
令
外
官
の
供
奉
官
・

殿
直
・
承
旨
に
求
め
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
官
が
内
廷
の
令
外
官
で
あ
り
、
そ
の
地

位
も
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
唐
代
に
お
け
る
こ
れ
ら
諸
官
の
実
態
を
詳
細
に
跡
付
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
唐
代
の
内
官
の
動
向
を
追
う
う
ち
に
、
中
使

と
称
さ
れ
る
者
た
ち
の
記
事
が
史
書
に
散
見
さ
れ
る
の
に
気
づ
き
、
供
奉
官
・
殿

直
・
承
旨
は
時
に
中
使
と
い
う
一
般
的
呼
称
を
以
て
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
唐
代
の
中
使
に
つ
い
て
の
考
察
は
そ
の
よ

う
な
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
の
試
み
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
唐
は
そ
の
後
半
期
に

お
い
て
内
官
の
専
横
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
亡
国
の
一
因
を
な
し
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
そ
の
よ
う
な
内
官
専
横
の
経
緯
を
中
使
の
動
向
か
ら
跡
付
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
筆
者
は
唐
代

の
中
使
に
注
目
し
て
い
る
が
、
本
論
で
は
差
し
当
た
っ
て
中
使
の
唐
初
に
お
け
る
実

態
、
特
に
彼
ら
に
与
え
ら
れ
た
任
務
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
い

わ
ゆ
る
三
班
使
臣
の
起
源
は
内
官
の
令
外
官
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
本
論
で
扱

う
唐
初
の
中
使
と
は
関
連
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
観
点
に
つ
い
て
の

考
察
は
今
後
の
研
究
に
委
ね
た
い
。

唐
代
の
中
使
に
関
す
る
記
録
は
、
正
史
の
『
旧
唐
書
』・『
唐
書
』、
編
年
史
の

『
資
治
通
鑑
』（
以
下
、『
通
鑑
』
と
い
う
）
に
散
在
す
る
ほ
か
、『
全
唐
文
』
が
収
録

す
る
文
章
及
び
『
册
府
元
亀
』
に
編
集
さ
れ
た
百
官
の
事
跡
の
中
に
も
関
係
記
事
が

些
か
見
出
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
用
い
な
が
ら
そ
の
実
態
を
窺
っ
て
み
た

い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
史
書
を
通
観
す
る
と
き
、
中
使
に
関
す
る
記
録
は
玄
宗

朝
を
境
に
増
加
す
る
傾
向
が
は
っ
き
り
と
看
取
さ
れ
る
。
そ
こ
で
中
使
の
動
向
に
関

し
て
は
こ
こ
を
一
つ
の
画
期
と
見
な
し
、
本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
国
初
か
ら
玄
宗
朝

に
至
る
ま
で
の
時
期
を
扱
う
こ
と
と
す
る
。

一
　
諸
史
料
に
見
え
る
唐
初
の
中
使

（
１
）
正
史
に
見
え
る
中
使

唐
初
の
中
使
に
つ
い
て
の
記
録
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
上
述
の
史
料
に
若
干

論
文　
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の
記
載
が
見
え
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
唐
初
に
お
け
る
中
使
の
活
動
を

窺
っ
て
み
た
い
。
先
ず
正
史
に
見
え
る
中
使
の
記
事
を
整
理
し
た
も
の
が
表
１
で
あ

る
。
各
記
事
冒
頭
の
番
号
は
以
下
の
全
史
料
に
わ
た
り
連
番
に
し
て
い
る
。

表
１　

正
史
に
見
え
る
中
使
の
記
事

№

皇
帝
　
　
　
　
　
　
　
『
旧
唐
書
』
の
記
事

出
典

①

太宗

太
宗
文
德
順
聖
皇
后
長
孫
氏
、（
中
略
）
后
所
生
長
樂
公
主
、
太
宗

特
所
鍾
愛
、
及
將
出
降
、
敕
所
司
資
送
倍
於
長
公
主
。
魏
徵
諫
曰
、

昔
漢
明
帝
時
、
將
封
皇
子
、
帝
曰
、
朕
子
安
得
同
於
先
帝
子
乎
。
然

謂
長
主
者
、
良
以
尊
於
公
主
也
。
情
雖
有
差
、
義
無
等
別
。
若
令
公

主
之
禮
有
過
長
主
、
理
恐
不
可
。
願
陛
下
思
之
。
太
宗
以
其
言
退
而

告
后
。
后
歎
曰
、
嘗
聞
陛
下
重
魏
徵
、
殊
未
知
其
故
。
今
聞
其
諫
、

實
乃
能
以
義
制
主
之
情
、
可
謂
正
直
社
稷
之
臣
矣
。
妾
與
陛
下
結
髮

爲
夫
婦
。
曲
蒙
禮
待
、
情
義
深
重
。
每
言
必
候
顏
色
、
尚
不
敢
輕
犯

威
嚴
。
況
在
臣
下
、
情
疏
禮
隔
。
故
韓
非
爲
之
說
難
、
東
方
稱
其
不

易
、
良
有
以
也
。
忠
言
逆
於
耳
而
利
於
行
、
有
國
有
家
者
急
務
。
納

之
則
俗
寧
、
杜
之
則
政
亂
。
誠
願
陛
下
詳
之
、
則
天
下
幸
甚
。
后
因

請
遣
中
使
齎
帛
五
百
匹
、
詣
徵
宅
以
賜
之
。

巻51
文德順聖皇后長孫氏伝

②

太宗

房
玄
齢
（
中
略
）
後
疾
增
劇
、
遂
鑿
苑
牆
開
門
、
累
遣
中
使
候
問
。

上
又
親
臨
、
握
手
敍
別
、
悲
不
自
勝
。
皇
太
子
亦
就
之
與
之
訣
。
即

目
授
其
子
遺
愛
右
衛
中
郎
將
、
遺
則
中
散
大
夫
、
使
及
目
前
見
其
通

顯
。
尋
薨
。
年
七
十
。

巻66
房玄齢伝

③

太宗

魏
徴
（
中
略
）
其
年
、
稱
綿
惙
、
中
使
相
望
。
徵
宅
先
無
正
寢
、
太

宗
欲
爲
小
殿
、
輟
其
材
爲
徵
營
構
、
五
日
而
成
。
遣
中
使
齎
素
褥
布

被
而
賜
之
。
遂
其
所
尚
也
。
及
病
篤
、
輿
駕
再
幸
其
第
。
撫
之
流

涕
、
問
所
欲
言
。
徵
曰
、
嫠
不
恤
緯
、
而
憂
宗
周
之
亡
。
後
數
日
、

太
宗
夜
夢
徵
若
平
生
。
及
旦
而
奏
徵
薨
。
時
年
六
十
四
。

巻71
魏徴伝

④

太宗

褚
亮
（
中
略
）
太
宗
幸
遼
東
、
亮
子
遂
良
爲
黃
門
侍
郎
、
詔
遂
良
謂

亮
曰
、
昔
年
師
旅
、
卿
常
入
幕
。
今
茲
遐
伐
、
君
已
懸
車
。
倏
忽
之

間
、
移
三
十
載
。
眷
言
疇
昔
、
我
勞
如
何
。
今
將
遂
良
東
行
。
想
公

於
朕
、
不
惜
一
兒
於
膝
下
耳
。
故
遣
陳
離
意
、
善
居
加
食
。
亮
奉
表

陳
謝
。
及
寢
疾
、
詔
遣
醫
藥
救
療
、
中
使
候
問
不　

。
卒
。
時
年

八
十
八
。

巻72
褚亮伝

⑤

太宗

馬
周
（
中
略
）
周
病
消
渴
、
彌
年
不
瘳
。
時
駕
幸
翠
微
宮
。
敕
求
勝

地
、
爲
周
起
宅
。
名
醫
中
使
、
相
望
不　

。
每
令
尚
食
以
膳
供
之
、

太
宗
躬
爲
調
藥
、
皇
太
子
親
臨
問
疾
。
周
臨
終
、
索
所
陳
事
表
草
一

帙
、
手
自
焚
之
、
慨
然
曰
、
管
・
晏
彰
君
之
過
、
求
身
後
名
、
吾
弗

爲
也
。
二
十
二
年
卒
。
年
四
十
八
。

巻74
馬周伝

⑥

太宗

高
季
輔
（
中
略
）
二
十
二
年
、
遷
中
書
令
、
兼
檢
校
吏
部
尚
書
、
監

修
國
史
、
賜
爵

縣
公
。
永
徽
二
年
、
授
光
祿
大
夫
、
行
侍
中
、
兼

太
子
少
保
。
以
風
疾
廢
於
家
、
乃
召
其
兄
虢
州
刺
史
季
通
爲
宗
正

少
卿
視
其
疾
、
又
屢
降
中
使
觀
其
進
食
、
問
其
增
損
。
尋
卒
、
年

五
十
八
。

巻78
高季輔伝

⑦

高宗

韋
機
（
中
略
）
有
道
士
朱
欽
遂
爲
天
后
所
使
、
馳
傳
至
都
、
所
爲
橫

恣
。
機
囚
之
、
因
密
奏
曰
、
道
士
假
稱
中
宮
驅
使
、
依
倚
形
勢
。
臣

恐
虧
損
皇
明
、
爲
禍
患
之
漸
。
高
宗
特
發
中
使
慰
諭
機
、
而
欽
遂
配

流
邊
州
。

巻185
韋機伝

⑧

武后

姚
崇
、
本
名
元
崇
（
中
略
）
聖
曆
初
、
則
天
謂
侍
臣
曰
、
往
者
周

興
・
來
俊
臣
等
推
勘
詔
獄
。
朝
臣
遞
相
牽
引
、
咸
承
反
逆
。
國
家
有

法
、
朕
豈
能
違
。
中
間
疑
有
枉
濫
、
更
使
近
臣
就
獄
親
問
。
皆
得

手
狀
、
承
引
不
虛
。
朕
不
以
爲
疑
、
即
可
其
奏
。
近
日
周
興
・
來
俊

臣
死
後
、
更
無
聞
有
反
逆
者
。
然
則
以
前
就
戮
者
、
不
有
冤
濫
耶
。

元
崇
對
曰
、
自
垂
拱
已
後
、
被
告
身
死
破
家
者
、
皆
是
枉
酷
自
誣
而

死
。
告
者
特
以
爲
功
。
天
下
號
爲
羅
織
、
甚
於
漢
之
黨
錮
。
陛
下
令

近
臣
就
獄
問
者
、
近
臣
亦
不
自
保
、
何
敢
輒
有
動
搖
。
被
問
者
若

翻
、
又
懼
遭
其
毒
手
。
將
軍
張
虔
勗
・
李
安
靜
等
皆
是
也
。
賴
上
天

降
靈
、
聖
情
發
寤
、
誅
鋤
兇
豎
、
朝
廷
乂
安
。
今
日
已
後
、
臣
以
微

軀
及
一
門
百
口
保
見
在
內
外
官
更
無
反
逆
者
。
乞
陛
下
得
告
狀
、
但

收
掌
、
不
須
推
問
。
若
後
有
徵
驗
、
反
逆
有
實
、
臣
請
受
知
而
不
告

之
罪
。
則
天
大
悅
曰
、
以
前
宰
相
皆
順
成
其
事
、
陷
朕
爲
淫
刑
之

主
。
聞
卿
所
說
、
甚
合
朕
心
。
其
日
、
遣
中
使
送
銀
千
兩
以
賜
元
崇
。

巻96
姚崇伝

二

唐代中使考（一）― 唐初の中使 ―（友永）



の
記
載
が
見
え
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
唐
初
に
お
け
る
中
使
の
活
動
を

窺
っ
て
み
た
い
。
先
ず
正
史
に
見
え
る
中
使
の
記
事
を
整
理
し
た
も
の
が
表
１
で
あ

る
。
各
記
事
冒
頭
の
番
号
は
以
下
の
全
史
料
に
わ
た
り
連
番
に
し
て
い
る
。

表
１　

正
史
に
見
え
る
中
使
の
記
事

№

皇
帝
　
　
　
　
　
　
　
『
旧
唐
書
』
の
記
事

出
典

①

太宗

太
宗
文
德
順
聖
皇
后
長
孫
氏
、（
中
略
）
后
所
生
長
樂
公
主
、
太
宗

特
所
鍾
愛
、
及
將
出
降
、
敕
所
司
資
送
倍
於
長
公
主
。
魏
徵
諫
曰
、

昔
漢
明
帝
時
、
將
封
皇
子
、
帝
曰
、
朕
子
安
得
同
於
先
帝
子
乎
。
然

謂
長
主
者
、
良
以
尊
於
公
主
也
。
情
雖
有
差
、
義
無
等
別
。
若
令
公

主
之
禮
有
過
長
主
、
理
恐
不
可
。
願
陛
下
思
之
。
太
宗
以
其
言
退
而

告
后
。
后
歎
曰
、
嘗
聞
陛
下
重
魏
徵
、
殊
未
知
其
故
。
今
聞
其
諫
、

實
乃
能
以
義
制
主
之
情
、
可
謂
正
直
社
稷
之
臣
矣
。
妾
與
陛
下
結
髮

爲
夫
婦
。
曲
蒙
禮
待
、
情
義
深
重
。
每
言
必
候
顏
色
、
尚
不
敢
輕
犯

威
嚴
。
況
在
臣
下
、
情
疏
禮
隔
。
故
韓
非
爲
之
說
難
、
東
方
稱
其
不

易
、
良
有
以
也
。
忠
言
逆
於
耳
而
利
於
行
、
有
國
有
家
者
急
務
。
納

之
則
俗
寧
、
杜
之
則
政
亂
。
誠
願
陛
下
詳
之
、
則
天
下
幸
甚
。
后
因

請
遣
中
使
齎
帛
五
百
匹
、
詣
徵
宅
以
賜
之
。

巻51
文德順聖皇后長孫氏伝

②

太宗

房
玄
齢
（
中
略
）
後
疾
增
劇
、
遂
鑿
苑
牆
開
門
、
累
遣
中
使
候
問
。

上
又
親
臨
、
握
手
敍
別
、
悲
不
自
勝
。
皇
太
子
亦
就
之
與
之
訣
。
即

目
授
其
子
遺
愛
右
衛
中
郎
將
、
遺
則
中
散
大
夫
、
使
及
目
前
見
其
通

顯
。
尋
薨
。
年
七
十
。

巻66
房玄齢伝

③

太宗

魏
徴
（
中
略
）
其
年
、
稱
綿
惙
、
中
使
相
望
。
徵
宅
先
無
正
寢
、
太

宗
欲
爲
小
殿
、
輟
其
材
爲
徵
營
構
、
五
日
而
成
。
遣
中
使
齎
素
褥
布

被
而
賜
之
。
遂
其
所
尚
也
。
及
病
篤
、
輿
駕
再
幸
其
第
。
撫
之
流

涕
、
問
所
欲
言
。
徵
曰
、
嫠
不
恤
緯
、
而
憂
宗
周
之
亡
。
後
數
日
、

太
宗
夜
夢
徵
若
平
生
。
及
旦
而
奏
徵
薨
。
時
年
六
十
四
。

巻71
魏徴伝

④

太宗

褚
亮
（
中
略
）
太
宗
幸
遼
東
、
亮
子
遂
良
爲
黃
門
侍
郎
、
詔
遂
良
謂

亮
曰
、
昔
年
師
旅
、
卿
常
入
幕
。
今
茲
遐
伐
、
君
已
懸
車
。
倏
忽
之

間
、
移
三
十
載
。
眷
言
疇
昔
、
我
勞
如
何
。
今
將
遂
良
東
行
。
想
公

於
朕
、
不
惜
一
兒
於
膝
下
耳
。
故
遣
陳
離
意
、
善
居
加
食
。
亮
奉
表

陳
謝
。
及
寢
疾
、
詔
遣
醫
藥
救
療
、
中
使
候
問
不　

。
卒
。
時
年

八
十
八
。

巻72
褚亮伝

⑤

太宗

馬
周
（
中
略
）
周
病
消
渴
、
彌
年
不
瘳
。
時
駕
幸
翠
微
宮
。
敕
求
勝

地
、
爲
周
起
宅
。
名
醫
中
使
、
相
望
不　

。
每
令
尚
食
以
膳
供
之
、

太
宗
躬
爲
調
藥
、
皇
太
子
親
臨
問
疾
。
周
臨
終
、
索
所
陳
事
表
草
一

帙
、
手
自
焚
之
、
慨
然
曰
、
管
・
晏
彰
君
之
過
、
求
身
後
名
、
吾
弗

爲
也
。
二
十
二
年
卒
。
年
四
十
八
。

巻74
馬周伝

⑥

太宗

高
季
輔
（
中
略
）
二
十
二
年
、
遷
中
書
令
、
兼
檢
校
吏
部
尚
書
、
監

修
國
史
、
賜
爵

縣
公
。
永
徽
二
年
、
授
光
祿
大
夫
、
行
侍
中
、
兼

太
子
少
保
。
以
風
疾
廢
於
家
、
乃
召
其
兄
虢
州
刺
史
季
通
爲
宗
正

少
卿
視
其
疾
、
又
屢
降
中
使
觀
其
進
食
、
問
其
增
損
。
尋
卒
、
年

五
十
八
。

巻78
高季輔伝

⑦

高宗

韋
機
（
中
略
）
有
道
士
朱
欽
遂
爲
天
后
所
使
、
馳
傳
至
都
、
所
爲
橫

恣
。
機
囚
之
、
因
密
奏
曰
、
道
士
假
稱
中
宮
驅
使
、
依
倚
形
勢
。
臣

恐
虧
損
皇
明
、
爲
禍
患
之
漸
。
高
宗
特
發
中
使
慰
諭
機
、
而
欽
遂
配

流
邊
州
。

巻185
韋機伝

⑧

武后

姚
崇
、
本
名
元
崇
（
中
略
）
聖
曆
初
、
則
天
謂
侍
臣
曰
、
往
者
周

興
・
來
俊
臣
等
推
勘
詔
獄
。
朝
臣
遞
相
牽
引
、
咸
承
反
逆
。
國
家
有

法
、
朕
豈
能
違
。
中
間
疑
有
枉
濫
、
更
使
近
臣
就
獄
親
問
。
皆
得

手
狀
、
承
引
不
虛
。
朕
不
以
爲
疑
、
即
可
其
奏
。
近
日
周
興
・
來
俊

臣
死
後
、
更
無
聞
有
反
逆
者
。
然
則
以
前
就
戮
者
、
不
有
冤
濫
耶
。

元
崇
對
曰
、
自
垂
拱
已
後
、
被
告
身
死
破
家
者
、
皆
是
枉
酷
自
誣
而

死
。
告
者
特
以
爲
功
。
天
下
號
爲
羅
織
、
甚
於
漢
之
黨
錮
。
陛
下
令

近
臣
就
獄
問
者
、
近
臣
亦
不
自
保
、
何
敢
輒
有
動
搖
。
被
問
者
若

翻
、
又
懼
遭
其
毒
手
。
將
軍
張
虔
勗
・
李
安
靜
等
皆
是
也
。
賴
上
天

降
靈
、
聖
情
發
寤
、
誅
鋤
兇
豎
、
朝
廷
乂
安
。
今
日
已
後
、
臣
以
微

軀
及
一
門
百
口
保
見
在
內
外
官
更
無
反
逆
者
。
乞
陛
下
得
告
狀
、
但

收
掌
、
不
須
推
問
。
若
後
有
徵
驗
、
反
逆
有
實
、
臣
請
受
知
而
不
告

之
罪
。
則
天
大
悅
曰
、
以
前
宰
相
皆
順
成
其
事
、
陷
朕
爲
淫
刑
之

主
。
聞
卿
所
說
、
甚
合
朕
心
。
其
日
、
遣
中
使
送
銀
千
兩
以
賜
元
崇
。

巻96
姚崇伝

⑨

武后

馬
懐
素
（
中
略
）
舉
進
士
。
又
應
制
舉
、
登
文
學
優
贍
科
、
拜
郿

尉
。
四
遷
左
臺
監
察
御
史
。
長
安
中
、
御
史
大
夫
魏
元
忠
爲
張
易
之

所
構
、
配
徙
嶺
表
。
太
子
僕
崔
貞
慎
、
東
宮
率
獨
孤
褘
之
餞
于
郊

外
。
易
之
怒
、
使
人
誣
告
貞
慎
等
與
元
忠
同
謀
。
則
天
令
懷
素
按

鞫
。
遣
中
使
促
迫
、
諷
令
構
成
其
事
、
懷
素
執
正
不
受
命
。
則
天

怒
、
召
懷
素
親
加
詰
問
、
懷
素
奏
曰
、
元
忠
犯
罪
配
流
、
貞
慎
等
以

親
故
相
送
、
誠
爲
可
責
。
若
以
爲
謀
反
、
臣
豈
誣
罔
神
明
。
昔
彭
越

以
反
伏
誅
。
欒
布
奏
事
於
其
屍
下
、
漢
朝
不
坐
。
況
元
忠
罪
非
彭

越
。
陛
下
豈
加
追
送
之
罪
。
陛
下
當
生
殺
之
柄
、
欲
加
之
罪
、
取
決

聖
衷
可
矣
。
若
付
臣
推
鞫
、
臣
敢
不
守
陛
下
之
法
。
則
天
意
解
。
貞

慎
等
由
是
獲
免
。

巻102
馬懐素伝

※
唐
初
の
中
使
の
記
事
は
『
唐
書
』
に
は
見
え
な
い
。�

（
表
中
の
傍
線
は
筆
者
）

①
の
記
事
は
太
宗
の
む
す
め
長
樂
公
主
が
降
嫁
す
る
に
当
た
り
、
魏
徴
が
そ
の
費

用
の
過
多
を
諫
奏
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
長
孫
皇
后
が
賞
賛
し
、
中
使
を
遣
わ
し
魏

徴
に
帛
五
百
匹
を
下
賜
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
②
の
記
事
は
建
国
の
元
勲
房
玄

齢
が
病
を
患
い
、
そ
の
病
状
悪
化
に
際
し
、
太
宗
が
中
使
を
遣
わ
し
慰
問
さ
せ
、
自

ら
も
見
舞
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
続
く
③
・
④
・
⑤
・
⑥
の
記
事
も
同
様
に
元

勲
・
高
官
の
病
に
際
し
、
慰
問
の
中
使
を
派
遣
し
た
こ
と
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

③
は
魏
徴
の
病
に
際
し
、
中
使
を
遣
わ
し
「
素
褥
・
布
被
」
を
賜
っ
た
と
あ
る
。
④

は
褚
亮
の
病
に
際
し
、
医
薬
を
賜
う
と
と
も
に
慰
問
の
中
使
を
遣
わ
し
た
と
あ
る
。

⑤
は
馬
周
の
糖
尿
病
が
悪
化
し
た
際
に
、
名
医
・
中
使
を
遣
わ
し
、
太
宗
自
ら
薬
を

調
合
し
た
と
あ
る
。
⑥
は
高
季
輔
が
病
を
患
っ
た
際
に
、
太
宗
が
中
使
を
遣
わ
し
食

事
の
量
を
窺
わ
せ
た
と
あ
る
。
次
に
⑦
の
記
事
で
あ
る
が
、
高
宗
朝
の
韋
機
が
狼
藉

を
恣
に
す
る
武
后
贔
屓
の
道
士
を
捕
縛
し
高
宗
に
告
発
し
た
件
で
、
武
后
を
憚
る
高

宗
が
中
使
を
遣
わ
し
韋
機
を
宥
め
諭
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
⑧
の
記
事
は
夏
官

侍
郎
・
同
鳳
閣
鸞
臺
平
章
事
の
姚
（
元
）
崇
が
武
后
に
誣
告
の
風
潮
を
根
絶
す
る
こ

と
を
上
言
し
た
と
こ
ろ
、
武
后
が
こ
れ
を
嘉
し
、
中
使
を
遣
わ
し
て
銀
千
両
を
下
賜

し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
⑨
の
記
事
は
武
后
の
最
晩
年
、
武
后
が
御
史
中
丞
宋
璟

に
よ
る
寵
臣
張
昌
宗
弾
劾
の
上
奏
に
抗
し
き
れ
ず
、
張
昌
宗
の
御
史
台
に
お
け
る
取

り
調
べ
を
許
可
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
中
使
を
派
遣
し
こ
れ
を
特
赦
し
た
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。

（
２
）『
資
治
通
鑑
』
に
見
え
る
中
使

次
に
『
通
鑑
』
に
見
え
る
中
使
の
記
事
を
見
て
み
た
い
。『
通
鑑
』
か
ら
拾
い
得

た
中
使
の
記
事
は
四
件
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
内
二
件
は
前
掲
の
『
旧
唐
書
』
と
内
容

が
重
複
す
る
の
で
、『
通
鑑
』
独
自
の
記
事
と
な
る
と
次
表
の
二
件
の
み
で
あ
る
。

表
２　
『
通
鑑
』
に
見
え
る
中
使
の
記
事

№

皇
帝

年
代
　
　
　
　
　
　
『
通
鑑
』
の
記
事

出
典

⑩

高祖

武徳

1/6

時
（
李
）
密
與
東
都
相
持
日
久
、
又
東
拒
化
及
、
常
畏
東

都
議
其
後
。
見
蓋
琮
至
、
大
喜
、
遂
上
表
乞
降
、
請
討
滅

化
及
以
贖
罪
。
送
所
獲
雄
武
郎
將
于
洪
建
、
遣
元
帥
府
記

室
參
軍
李
儉
・
上
開
府
徐
師
譽
等
入
見
。
皇
泰
主
命
戮
洪

建
於
左
掖
門
外
、
如
斛
斯
政
之
法
。
元
文
都
等
以
密
降
為

誠
實
、
盛
飾
賓
館
於
宣
仁
門
東
。
皇
泰
主
引
見
儉
等
、
以

儉
為
司
農
卿
、
師
譽
為
尚
書
右
丞
、
使
具
導
從
列
鐃
吹
還

館
。
玉
帛
酒
饌
、
中
使
相
望
。

巻185

⑪

則天

長安

4/12

崔
玄
暐
亦
屢
以
為
言
。
太
后
令
法
司
議
其
罪
。
玄
暐
弟
司

刑
少
卿
忭
處
以
大
辟
。
宋
璟
復
奏
收
昌
宗
下
獄
。
太
后

曰
、
昌
宗
已
自
奏
聞
。
對
曰
、
昌
宗
為
飛
書
所
逼
、
窮
而

自
陳
、
勢
非
得
已
。
且
謀
反
大
逆
、
無
容
首
免
。
若
昌
宗

不
伏
大
刑
、
安
用
國
法
。
太
后
溫
言
解
之
。
璟
聲
色
逾

厲
、
昌
宗
分
外
承
恩
、
臣
知
言
出
禍
從
、
然
義
激
於
心
、

雖
死
不
恨
。
太
后
不
悅
。
楊
再
思
恐
其
忤
旨
、
遽
宣
敕
令

出
。
璟
曰
、
聖
主
在
此
、
不
煩
宰
相
擅
宣
敕
命
。
太
后
乃

可
其
奏
、
遣
昌
宗
詣
台
。
璟
庭
立
而
按
之
。
事
未
畢
、
太

后
遣
中
使
召
昌
守
、
特
敕
赦
之
。

巻207

（
表
中
の
傍
線
は
筆
者
）
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⑩
の
記
事
は
唐
・
武
徳
元
年
六
月
、
隋
・
煬
帝
の
訃
報
を
受
け
て
東
都
に
即
位
し

た
皇
泰
主
（
越
王
）
が
、
群
雄
李
密
の
投
降
を
歓
迎
し
、
宇
文
化
及
の
部
下
を
護
送

し
て
き
た
李
密
の
家
臣
李
儉
・
徐
師
譽
を
叙
任
し
客
舎
で
接
待
し
た
こ
と
、
そ
の
際
、

後
宮
か
ら
宝
石
・
酒
肴
を
も
た
ら
す
中
使
が
遣
わ
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
⑪

の
記
事
は
則
天
武
后
が
魏
元
忠
の
謀
叛
容
疑
を
観
察
御
史
の
馬
懐
素
に
鞠
問
さ
せ
た

が
、
取
り
調
べ
が
進
ま
な
い
の
で
、
中
使
を
派
遣
し
結
審
を
促
し
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。

（
３
）『
全
唐
文
』
に
見
え
る
中
使

次
に
『
全
唐
文
』
が
収
録
す
る
文
章
中
の
中
使
の
記
事
を
見
て
み
た
い
。『
全
唐

文
』
か
ら
抽
出
し
た
中
使
関
連
の
記
事
を
時
系
列
で
整
理
し
た
の
が
次
表
で
あ
る
。

表
中
に
掲
示
し
た
文
章
の
本
文
は
そ
れ
ぞ
れ
長
短
が
あ
る
の
で
、
長
文
の
も
の
は
便

宜
的
に
中
使
の
活
動
実
態
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
部
分
を
主
と
し
て
抽
出
し
た
。
ま

た
、
各
文
章
の
趣
旨
は
本
論
と
直
接
関
係
し
な
い
の
で
、
一
々
内
容
の
訳
出
的
解
説

を
行
う
こ
と
は
避
け
、
文
章
中
の
中
使
の
活
動
に
係
る
部
分
の
み
を
考
察
す
る
こ
と

に
す
る
。

表
３　
『
全
唐
文
』
に
見
え
る
中
使
の
記
事

№

皇
帝
　
　
　
　
　
　
『
全
唐
文
』
の
記
事

出
典（
標
題
）

⑫

高祖・太宗

地
邇
幽
燕
、
境
連
趙
魏
。
土
多
剽
悍
、
人
尚
櫜
鞬
。
自
戎
馬
在

郊
、
鳴
鼙
接
響
。
騎
射
馳
逐
、
罕
習
詩
書
。
公
撫
教
以
仁
、
崇

文
備
武
。
斌
斌
雜
半
、
君
子
道
存
。
開
設
學
校
、
檢
閱
庠
塾
。

人
如
顏
閔
、
俗
同
鄒
魯
。
公
之
興
學
也
如
此
。
大
君
有
命
、
中

使
巡
風
。
激
濁
揚
清
、
旁
求
俊
彥
。
昭
慶
闔
境
、
以
公
清
平
。

感
恩
申
狀
、
使
司
覽
奏
、
尋
以
名
聞
。
總
眾
美
而
為
最
、
擇
其

義
而
臨
之
。
撫
字
纔
周
、
芳
聲
滿
歲
。（
一
部
）

巻133
昭慶令王璠清德頌碑
（李大亮）

⑬

太宗

今
上
（
闕
八
字
）
之
道
內
盡
家
人
之
（
闕
一
字
）。
每
旦
（
闕

一
字
）
朝
必
（
闕
一
字
）
優
禮
。
凡
（
闕
一
字
）
斷
（
闕
一

字
）
咸
事
（
闕
五
字
）
案
（
闕
三
字
）
机
及
（
闕
四
字
）
儲

（
闕
三
字
）
公
（
闕
二
字
）
并
州
（
闕
二
字
）
勞
發
（
闕
二

字
）
降
（
闕
三
字
）。
疾
私
庭
（
闕
二
字
）
京
師
（
闕
一
字
）

留
（
闕
二
字
）。
中
使
絡
繹
、
相
望
道
路
。
手
詔
紛
綸
、
慇
懃

旦
夕
。
從
幸
靈
武
。
益
增
（
闕
十
字
）
帝
（
闕
十
五
字
）
天
慈

臨
訣
。（
闕
一
字
）
死
對
（
闕
四
字
）
懷
（
闕
三
字
）
欷
還
宮

輟
膳
。
悲
不
自
勝
。（
闕
一
字
）
以
貞
觀
艹
一
年
正
（
闕
一
字
）

五
日
、
薨
於
正
寢
。
中
使
還
（
闕
一
字
）
清
（
闕
一
字
）
出
宮

（
闕
十
四
字
）
不
念
（
闕
四
字
）
司
徒
（
闕
三
字
）
勞
聖
體
、

馳
謁
道
次
。（
一
部
）

巻152
大唐尚書右僕射司徒申文獻公塋兆記

（許敬宗）

⑭

太宗

貞
觀
中
。
文
德
皇
后
嫁
所
生
女
長
樂
公
主
、
奏
請
儀
注
加
於
長

公
主
。
魏
徵
諫
云
、
皇
帝
之
姑
姊
為
長
公
主
、
皇
帝
之
女
為
公

主
。
既
有
長
字
、
合
高
於
公
主
。
若
加
於
長
公
主
、
事
甚
不

可
。
引
漢
明
故
事
云
、
羣
臣
欲
封
皇
子
為
王
。
帝
曰
、
朕
子
豈

敢
與
先
帝
子
等
。
時
太
宗
嘉
納
之
。
文
德
皇
后
奏
降
中
使
。
致

謝
於
徵
。
此
則
乾
坤
輔
佐
之
間
、
綽
有
餘
裕
。
豈
若
韋
庶
人
父

追
加
王
位
、
擅
作
酆
陵
。
禍
不
旋
踵
、
為
天
下
笑
。
則
犯
顏
逆

耳
、
阿
意
順
旨
、
不
可
同
日
而
言
也
。（
一
部
）

巻207
諫築墳逾制疏
（宋璟）

⑮

太宗

太
宗
文
皇
帝
金
輪
纂
御
、
寶
位
居
尊
。
載
佇
風
徽
、
召
見
青
蒲

之
上
。
廼
眷
通
識
、
前
膝
黃
屋
之
閒
。
手
詔
綢
繆
、
中
使
繼

路
。
俯
摛
睿
思
、
乃
製
三
藏
聖
教
序
、
凡
七
百
八
十
言
。
今
上

昔
在
春
闈
、
裁
述
聖
記
、
凡
五
百
七
十
九
言
。

元
妙
之
津
、

書
揄
揚
之
旨
。
葢
非
道
映
雞
林
、
譽
光
鷲
嶽
。
豈
能
緬
降
神

藻
、
以
旌
時
秀
。
奉
詔
翻
譯
梵
本
凡
六
百
五
十
七
部
。
具
覽
遐

方
異
俗
、

壤
殊
風
。
土
著
之
宜
、
人
備
之
序
。
正
朔
所

、

聲
教
所
覃
。
著
大
唐
西
域
記
、
勒
成
一
十
二
卷
。（
一
部
）

巻225
大唐西域記序
（張說）
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⑯

高宗～武后

臣
某
言
、
伏
奉
恩
旨
、
加
賜
臣
防
閤
品
子
課
及
祿
并
全
給
。
身

若
在
京
、
仍
朝
朔
望
者
。
臣
運
偶
時
來
、
久
叨
匪
服
。
鐘
鳴
漏

盡
、
得
保
懸
車
。
逢
舜
歷
之
雍
熙
、
遂
堯
人
之
耕
鑿
。
乾
坤
含

養
之
德
、
尚
貸
光
陰
。
雨
露
霑
霈
之
恩
、
不
遺
枯
朽
。
特
降
綸

旨
、
優
加
祿
秩
。
更
沐
天
慈
、
許
朝
朔
望
。
錫
大
造
於
平
分
之

外
、
收
無
能
於
委
棄
之
餘
。
荷
澤
蒙
榮
、
空
深
於
抃
躍
。
殘
生

餘
喘
、
豈
期
於
荅
莅
。
無
任
慙
悚
喜
荷
之
至
、
謹
附
中
使
某
官

某
、
奉
表
陳
謝
以
聞
。

巻246
為第五舅謝加賜防閤品子

課及全祿表
（李嶠）

⑰

武后

高
宗
崩
、
輿
疾
往
成
都
。
抗
表
辭
位
、
至
於
再
至
於
三
。
詔
加

金
紫
光
祿
大
夫
、
仍
聽
致
仕
。
以
光
宅
元
年
季
冬
旁
死
魄
、
薨

於
洛
陽
豐
財
里
之
私
第
。
嗚
乎
哀
哉
。
公
地
藉
膏
腴
、
姻
連
戚

里
。
鼎
湖
長
往
、
拜
卿
子
而
為
郎
。
金
牓
洞
開
、
徵
列
侯
而
尚

主
。
遂
乃
彈
冠
筮
仕
、
策
名
委
質
。（
中
略
）
越
翼
日
。
詔
贈
光

祿
大
夫
・
使
持
節
都
督
秦
成
武
渭
四
州
諸
軍
事
・
秦
州
刺
史
。

餘
如
故
。
賜
物
四
百
段
、
米
粟
四
百
石
。
東
園
祕
器
凶
事
、
給
儀

仗
至
墓
所
往
還
。
司
賓
卿
監
護
、
璽
書
弔
祭
。
別
降
中
使
、
賜

斂
衣
一
襲
。
雜
物
百
段
。
又
詔
陪
葬
乾
陵
。
依
故
事
也
。（
一
部
）

巻196
中書令汾陰公薛振行狀

（楊炯）

⑱

武后

臣
某
言
、
中
使
某
至
、
伏
奉
某
月
日
勅
書
、
慰
問
將
士
官
吏
僧

道
耆
老
等
、
并
賜
臣
手
詔
、
及
冬
衣
兩
副
、
大
將
等
衣
一
十
五

副
者
。
天
慈
遠
致
、
聖
澤
傍
流
。
海
隅
臣
庶
、
抃
舞
相
慶
。

臣
某
中
謝
、
伏
維
陛
下
道
宏
文
武
。
任
切
藩
維
、
遠
念
戎
旅
之

勤
。
亟
頒
時
節
之
賜
、
臣
以
謬
膺
寄
理
。（
一
部
）

巻210
謝賜冬衣表
（陳子昂）

⑲

武后

臣
某
言
、
伏
奉
中
使
宣
勅
旨
、
賜
貧
道
藥
總
若
干
味
。
肅
恭
休

命
、
敬
受
慚
惶
。
猥
以
眇
身
、
叨
蒙
大
賴
。
室
殊
方
丈
、
同
問

疾
之
榮
。
施
等
醫
王
、
感
能
仁
之
惠
。
雖
赭
鞭
神
授
、
未
可
比

其
英
蕤
。
赤
斧
僊
圖
、
固
以
謝
其
靈
氣
。（
一
部
）

巻210
謝藥表
（陳子昂）

⑳

武后

草
土
臣
某
、
頓
首
稽
顙
。
臣
言
、
今
月
日
、
中
使
某
至
、
奉
宣

勅
旨
。
以
臣
母
喪
、
贈
物
若
干
、
以
給
凶
事
。（
一
部
）

巻210
為宗舍人
謝賻贈表
（陳子昂）

�

武后

俄
丁
內
憂
去
職
。
哀
貶
柴
毀
、
莫
能
俯
就
。
尋
奪
禮
起
為
左
豹

闕
典
憲
、
每
勅
公
與
執
事
參
議
焉
。
或
降
中
使
、
頻
延
厚
錫
。

公
雖
祗
奉
恩
獎
、
而
毀
疚
彌
侵
。（
闕
十
二
字
）
遺
命
務
令
薄

葬
、
歸
於
舊
塋
。（
中
略
）
即
以
天
授
二
年
十
月
十
日
、
同
合

葬
於
昭
陵
神
迹

之
舊
塋
。
禮
也
。（
一
部
）

巻236
姜遐碑
（姜晞）

�

武后

天
皇
升
遐
、
則
天
大
聖
皇
后
為
先
聖
造
功
德
。
垂
拱
中
、
有
冬

竹
抽
筍
。
塔
院
後
復
有
籐
生
。
證
聖
中
、
中
使
送
錢
於
籐
生

處
。
修
理
陛
階
。
寺
上
方
普
光
堂
功
德
、
隨
日
修
造
。
自
爾
飛

鳥
、
莫
敢
翔
集
。（
一
部
）

巻279
少林寺碑
（裴漼）

�

武后

洎
我
高
宗
天
皇
大
帝
纘
祖
匡
業
、
繼
明
德
輝
。
萬
流
澄
瀛
、
八

風
叶
律
。
齊
致
功
於
化
造
、
將
有
事
於
岱
宗
。
道
由
是
邦
、
言

念
茲
者
。
寺
中
留
綉
像
一
幀
、
實
也
。
丁
厥
則
天
皇
太
后
奉
遺

託
孤
、
與
權
改
物
。
母
儀
霸
迹
、
閫
政
神
器
。
追
惟
乾
蔭
、
永

動
皇
情
。
明

度
門
、
宣
遊
覺
路
。
乃
降
綉
像
一
鋪
、
廣
也
。

借
如
崇
建
塔
宇
、
附
麗
朝
闕
。
憑
縣
官
之
力
、
散
王
府
之
財
。

中
使
相
望
、
匠
人
經
始
。
則
有
之
矣
。
未
或
介
在
草
澤
、
僻
居

里
閭
。
發
皇
明
於
日
中
、
落
寵
錫
於
天
上
。
有
如
此
之
盛
者

也
。（
一
部
）

巻263
鄭州大雲寺碑
（李邕）

�

中宗

神
龍
二
年
、
墨
制
授
忠
武
將
軍
・
守
右
武
衛
將
軍
員
外
置
同
正

員
。
特
勅
停
南
衙
上
下
、
專
委
北
軍
事
。
羽
林
之
任
、
歷
代
為

重
。
用
周
勃
而
後
安
、
召
宋
昌
而
先
拜
。
以
公
確
乎
忠
信
、
厲

然
壯
勇
。
頒
命
卿
之
秩
、
掌
孤
兒
之
軍
。
宿
衛
陛
殿
而
逾
嚴
、

徼
巡
巖
廊
而
匪
懈
。
壘
垣
增
肅
、
軒
禁
穆
清
。
錫
御
府
之
金

錢
、
分
大
官
之
玉
食
。
殊
恩
所
逮
、
中
使
相
望
。
而
執
（
闕
一

字
）
持
戟
、
筋
力
為
倦
。
輸
節
竭
誠
、
心
術
俱
盡
。
神
用
疲
而

致
損
、
腠
理
勞
而
生
疾
。
其
歲
夏
中
、
遇
病
廳
事
。
半
體
云

廢
、
經
時
未
瘳
。
願
休
攝
於
家
庭
、
遂
遲
迴
於
天
闕
。
陳
情
拜

疏
、
理
切
詞
殫
。
有
感
宸
衷
、
特
聽
致
仕
。（
一
部
）

巻234
大唐故右武衛將軍上柱國乙速孤

府君碑銘并序
（張楚金）

※
出
典
の
欄
の
括
弧
の
中
は
文
章
の
著
者
。�

（
表
中
の
傍
線
は
筆
者
）

先
ず
⑫
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の
文
章
は
昭
慶
県
令
王
璠
淸
の
徳
頌
碑
文
で
、
著

者
李
大
亮
の
経
歴
か
ら
高
祖
・
太
宗
朝
の
文
章
か
と
思
わ
れ
る
（
注
３
）。
こ
れ
に
よ

五
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る
と
文
中
に
「
大
君
有
命
、
中
使
巡
風
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
使
に
命
じ
て
昭
慶

県
を
含
む
地
域
を
巡
察
さ
せ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
次
の
⑬
の
記
事
は
許
敬
宗
の
手

に
な
る
申
文
獻
公
の
墳
墓
造
営
碑
で
あ
る
。
欠
字
が
多
く
判
読
し
が
た
い
が
、「
疾

私
庭
…
京
師
…
留
…
。
中
使
絡
繹
、
相
望
道
路
。
手
詔
紛
綸
、
慇
懃
旦
夕
。
…
以
貞

観
廿
一
年
正
…
五
日
、
薨
於
正
寝
」
と
い
っ
た
文
言
か
ら
、
太
宗
・
貞
観
中
、
文
献

公
の
病
に
際
し
、
中
使
を
派
遣
し
慰
問
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
と
同
様
に
高

官
の
疾
病
の
慰
問
に
中
使
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
文
章
と
し
て
⑲
が
あ

る
。
こ
れ
は
武
后
朝
の
官
僚
陳
子
昂
の
文
章
で
、
子
昂
の
病
に
際
し
、
中
使
を
遣
わ

し
薬
を
賜
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
の
⑭
の
記
事
は
宋
璟
が
韋
皇
后
の
父
の
墳
墓

造
営
に
つ
い
て
諫
奏
し
た
文
章
で
あ
る
が
、
そ
の
文
中
で
前
掲
『
旧
唐
書
』
①
の
一

件
（
魏
徴
の
諫
奏
）
を
逸
話
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
⑭
は
官
僚
を
褒
賞
す

る
際
に
中
使
が
派
遣
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
が
、
同
様
の
事
例
と
し
て
�
が
あ
る
。
こ

れ
は
高
宗
・
武
后
朝
の
張
楚
金
が
著
し
た
乙
速
孤
行
儼
の
墓
碑
銘
で
、
禁
軍
の
重
鎮

で
あ
っ
た
行
儼
に
恩
賜
を
施
す
た
め
中
使
が
相
次
い
で
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
類
い
す
る
ケ
ー
ス
と
し
て
高
官
へ
の
恩
典
・
賜
予
の
使
者
、
あ

る
い
は
将
士
・
官
吏
等
を
慰
問
す
る
使
者
と
し
て
中
使
が
派
遣
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
⑱
は
前
掲
の
陳
子
昂
の
文
章
で
、
中
使
を
派
遣
し
将
士
・
官
吏
等
を
慰
問

す
る
と
と
も
に
冬
衣
を
賜
予
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
�
は
武
后
朝
の
姜
晞
が

著
し
た
一
族
と
思
わ
れ
る
姜
遐
の
墓
碑
銘
で
あ
る
が
、
中
使
を
派
遣
し
姜
遐
に
厚
く

賜
予
を
施
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
皇
帝
の
恩
恵
に
対

す
る
謝
意
を
中
使
に
託
し
て
上
表
す
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
⑯
は
高
宗
朝

の
李
嶠
が
皇
帝
か
ら
厚
遇
を
賜
っ
た
第
五
舅
の
た
め
に
著
し
た
謝
辞
の
上
表
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
中
使
に
託
し
て
以
聞
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
⑮
の
記
事
は
皇

帝
の
手
詔
を
中
使
が
搬
送
し
た
事
例
で
、
張
說
が
玄
奘
三
蔵
『
大
唐
西
域
記
』
の
序

文
の
中
で
、
太
宗
の
「
大
唐
三
蔵
聖
教
序
」
製
作
過
程
の
こ
と
と
し
て
述
べ
て
い
る
。

次
に
⑰
の
記
事
は
武
后
朝
の
楊
炯
が
著
し
た
薛
振
の
行
状
記
で
あ
る
が
、
光
宅
元
年

に
薛
振
が
薨
去
し
た
際
に
、
中
使
を
派
遣
し
屍
衣
・
雑
物
を
賜
予
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
⑰
と
類
似
し
た
事
例
と
し
て
⑳
が
あ
る
。
こ
れ
は
上
述
の
陳
子
昂

の
文
章
で
、
宗
氏
の
母
親
の
葬
儀
に
当
た
り
、
中
使
を
派
遣
し
賻
贈
（
香
奠
）
を

賜
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
�
の
記
事
は
裴
漼
が
著
し
た
少
林
寺
修
築
に

係
る
文
章
と
思
わ
れ
る
が
、
武
后
朝
に
中
使
を
派
遣
し
陛
階
修
築
の
銭
を
賜
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
�
と
同
様
に
寺
院
に
係
わ
る
�
は
、
武
后
朝
の
李
邕
が

著
し
た
鄭
州
大
雲
経
寺
の
建
立
碑
文
で
あ
る
。
大
雲
経
寺
は
武
后
が
全
国
に
建
立
さ

せ
た
寺
院
で
あ
る
が
、
中
使
が
現
地
鄭
州
と
の
間
を
往
来
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
４
）『
册
府
元
亀
』
に
見
え
る
中
使

最
後
に
『
册
府
元
亀
』
に
見
え
る
中
使
の
記
事
を
見
て
み
た
い
。『
册
府
元
亀
』

か
ら
は
八
件
の
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、『
册
府
元
亀
』
に
収
録
さ

れ
て
い
る
君
臣
の
事
跡
は
ほ
と
ん
ど
が
正
史
か
ら
採
録
さ
れ
て
お
り
、
八
件
の
う
ち

六
件
は
す
で
に
前
掲
の
『
旧
唐
書
』
に
見
え
て
い
る
。
従
っ
て
、『
册
府
元
亀
』
独

自
の
記
事
と
思
わ
れ
る
の
は
次
表
の
二
件
の
み
で
あ
る
。

表
４　
『
册
府
元
亀
』
に
見
え
る
中
使
の
記
事

№

皇
帝
　
　
　
　
　
　
『
册
府
元
亀
』
の
記
事

出
典

�

太宗

高
士
廉
、
初
爲
侍
中
尚
書
左
僕
射
。
前
後
賞
賜
不
可
勝
紀
。
貞

觀
十
六
年
、
加
開
府
儀
同
三
司
、
餘
如
故
。
太
宗
征
遼
、
太
子

於
定
州
監
國
、
士
廉
以
開
府
儀
同
三
司
平
章
政
事
、
攝
太
子
太

傅
。
駕
還
。
從
至
定
州
、
遇
疾
暴
發
。
太
宗
親
幸
其
第
、
以
問

之
。
及
駕
幸
靈
州
、
固
請
從
行
、
遂
輿
疾
而
從
。
在
塗
中
使
名

醫
上
藥
、
相
繼
於
道
。
還
京
漸
篤
。

巻319
宰輔部・褒寵2
（高士廉）
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次
に
⑰
の
記
事
は
武
后
朝
の
楊
炯
が
著
し
た
薛
振
の
行
状
記
で
あ
る
が
、
光
宅
元
年

に
薛
振
が
薨
去
し
た
際
に
、
中
使
を
派
遣
し
屍
衣
・
雑
物
を
賜
予
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
⑰
と
類
似
し
た
事
例
と
し
て
⑳
が
あ
る
。
こ
れ
は
上
述
の
陳
子
昂

の
文
章
で
、
宗
氏
の
母
親
の
葬
儀
に
当
た
り
、
中
使
を
派
遣
し
賻
贈
（
香
奠
）
を

賜
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
�
の
記
事
は
裴
漼
が
著
し
た
少
林
寺
修
築
に

係
る
文
章
と
思
わ
れ
る
が
、
武
后
朝
に
中
使
を
派
遣
し
陛
階
修
築
の
銭
を
賜
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
�
と
同
様
に
寺
院
に
係
わ
る
�
は
、
武
后
朝
の
李
邕
が

著
し
た
鄭
州
大
雲
経
寺
の
建
立
碑
文
で
あ
る
。
大
雲
経
寺
は
武
后
が
全
国
に
建
立
さ

せ
た
寺
院
で
あ
る
が
、
中
使
が
現
地
鄭
州
と
の
間
を
往
来
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
４
）『
册
府
元
亀
』
に
見
え
る
中
使

最
後
に
『
册
府
元
亀
』
に
見
え
る
中
使
の
記
事
を
見
て
み
た
い
。『
册
府
元
亀
』

か
ら
は
八
件
の
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、『
册
府
元
亀
』
に
収
録
さ

れ
て
い
る
君
臣
の
事
跡
は
ほ
と
ん
ど
が
正
史
か
ら
採
録
さ
れ
て
お
り
、
八
件
の
う
ち

六
件
は
す
で
に
前
掲
の
『
旧
唐
書
』
に
見
え
て
い
る
。
従
っ
て
、『
册
府
元
亀
』
独

自
の
記
事
と
思
わ
れ
る
の
は
次
表
の
二
件
の
み
で
あ
る
。

表
４　
『
册
府
元
亀
』
に
見
え
る
中
使
の
記
事

№

皇
帝
　
　
　
　
　
　
『
册
府
元
亀
』
の
記
事

出
典

�

太宗

高
士
廉
、
初
爲
侍
中
尚
書
左
僕
射
。
前
後
賞
賜
不
可
勝
紀
。
貞

觀
十
六
年
、
加
開
府
儀
同
三
司
、
餘
如
故
。
太
宗
征
遼
、
太
子

於
定
州
監
國
、
士
廉
以
開
府
儀
同
三
司
平
章
政
事
、
攝
太
子
太

傅
。
駕
還
。
從
至
定
州
、
遇
疾
暴
發
。
太
宗
親
幸
其
第
、
以
問

之
。
及
駕
幸
靈
州
、
固
請
從
行
、
遂
輿
疾
而
從
。
在
塗
中
使
名

醫
上
藥
、
相
繼
於
道
。
還
京
漸
篤
。

巻319
宰輔部・褒寵2
（高士廉）

�

中宗

七
月
甲
申
、
河
西
經
畧
副
大
使
兼
赤
水
軍
使
左
金
吾
衛
大
將
軍

員
外
置
同
正
員
廻
紇
伏
帝
匐
卒
。
贈
特
進
、
賜
物
三
百
叚
、
遣

中
使
吊
祭
。

巻974
外臣部·襃異

（
表
中
の
傍
線
は
筆
者
）

�
の
記
事
は
太
宗
朝
の
高
官
高
士
廉
が
病
を
押
し
て
霊
州
に
従
行
し
、
そ
の
途
上
、

病
状
を
案
じ
た
太
宗
が
慰
問
の
中
使
や
名
医
・
上
薬
を
し
き
り
に
遣
わ
し
た
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。
�
の
記
事
は
河
西
經
畧
副
大
使
・
兼
赤
水
軍
使
・
左
金
吾
衛
大
將
軍

員
外
置
同
正
員
を
拝
命
し
て
い
た
廻
紇
の
族
長
伏
帝
匐
の
死
去
に
当
た
り
、
弔
問
の

中
使
を
派
遣
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

二
　
中
使
の
任
務
の
特
徴

上
記
諸
史
料
に
見
え
る
中
使
の
記
事
か
ら
、
唐
初
の
中
使
が
託
さ
れ
た
任
務
と
そ

の
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

（
１
）
中
使
の
任
務
の
カ
テ
ゴ
リ

上
記
二
五
件
の
事
例
に
つ
い
て
、
共
通
し
た
任
務
を
カ
テ
ゴ
リ
化
し
各
事
例
を
分

類
す
る
と
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

（
Ａ
）
官
僚
・
将
士
の
功
労
を
褒
賞
・
慰
労
す
る
使
者

前
掲
諸
史
料
の
①
・
⑧
・
⑩
・
⑯
・
⑱
・
�
・
�
が
こ
の
任
務
に
該
当
し
、

二
五
件
中
七
件
と
最
も
多
い
。

（
Ｂ
）
疾
病
の
高
官
に
対
す
る
慰
問
の
使
者

史
料
の
②
・
③
・
④
・
⑤
・
⑥
・
⑬
・
⑲
が
こ
の
任
務
に
該
当
し
、（
Ａ
）

と
同
じ
く
七
件
で
最
も
多
い
。

（
Ｃ
）
死
去
し
た
官
僚
に
対
す
る
弔
問
の
使
者

史
料
の
⑰
・
⑳
が
こ
の
任
務
に
該
当
す
る
。

（
Ｄ
）
寺
院
へ
の
賜
予
の
使
者

史
料
の
�
・
�
が
こ
の
任
務
に
該
当
す
る
。

（
Ｅ
）
地
方
巡
察
の
使
者

史
料
の
⑫
が
こ
の
任
務
に
該
当
す
る
。

（
Ｆ
）
皇
帝
の
意
思
を
伝
達
す
る
使
者

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
は
曖
昧
な
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、（
Ａ
）
か
ら
（
Ｃ
）
ま

で
の
よ
う
に
一
般
的
な
任
務
と
し
て
カ
テ
ゴ
リ
化
で
き
な
い
も
の
を
こ
の

範
疇
に
入
れ
た
。
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
⑨
・
⑪
・
⑮
で
あ
る
。

（
２
）
中
使
の
任
務
に
見
る
特
徴

次
に
、
こ
の
分
類
結
果
を
踏
ま
え
、
中
使
の
活
動
の
背
景
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。
こ
の
分
類
結
果
か
ら
先
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、（
Ａ
）・（
Ｂ
）・

（
Ｃ
）
の
カ
テ
ゴ
リ
に
全
二
五
件
の
大
半
で
あ
る
十
六
件
が
属
し
て
い
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
こ
の
三
カ
テ
ゴ
リ
は
皇
帝
が
臣
下
に
恩
恵
を
施
す
と
い
う
点
で
共
通
し
て

お
り
、
そ
れ
も
太
宗
に
よ
る
元
勲
・
高
官
へ
の
恩
賜
的
行
為
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
太
宗
朝
ま
で
は
唐
朝
建
国
に
携
わ
っ
た
元
勲
・
高
官
が
多
く
生
存
し
て
い
た

こ
と
と
無
縁
で
は
な
く
、
彼
ら
の
建
国
前
後
に
お
け
る
功
績
が
太
宗
に
よ
る
恩
賜
の

背
景
を
な
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
唐
初
に
お
け
る
中
使
の
担
っ
た
役
割
は
、
多
分
に

こ
の
よ
う
な
君
臣
関
係
に
基
づ
く
皇
帝
の
恩
恵
の
伝
達
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
一
方
、
カ
テ
ゴ
リ
（
Ｆ
）
に
属
す
る
武
后
朝
の
⑨
・
⑪
の
事
例
も
注
目

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
武
后
が
御
史
台
の
審
問
に
直
接
干
渉
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
皇
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帝
が
中
使
を
遣
わ
し
て
行
政
官
庁
の
業
務
に
容
喙
す
る
と
い
っ
た
動
向
も
、
こ
の
時

期
に
な
る
と
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
小
論
で
は
扱
わ
な
い
が
、
玄
宗
朝
以
降
の
中

使
の
任
務
の
特
色
と
し
て
、
中
使
が
皇
帝
の
政
治
的
意
思
を
帯
び
外
廷
で
様
々
な
任

務
を
担
う
よ
う
に
な
る
が
、
す
で
に
武
后
朝
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
兆
候
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
唐
初
の
内
官
統
制
と
中
使

さ
て
、
上
述
の
よ
う
な
唐
初
の
中
使
の
活
動
に
見
る
傾
向
は
、
唐
朝
の
内
官
統
制

と
少
な
か
ら
ず
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
唐
書
』
宦
者
伝
（
巻
二
〇
七
）
の
序

文
に
、太

宗
詔
、
內
侍
省
不
立
三
品
官
。
以
內
侍
為
之
長
、
階
第
四
。
不
任
以
事
、
惟

門
閤
守
禦
、
廷
內
掃
除
、
稟
食
而
已
。
武
后
時
、
稍
增
其
人
。
至
中
宗
、
黃
衣

乃
二
千
員
、
七
品
以
上
員
外
置
千
員
。
然
衣
朱
紫
者
尚
少
。

と
あ
り
、
太
宗
は
内
官
の
府
で
あ
る
内
侍
省
に
は
三
品
官
を
置
か
ず
、
長
官
の
内
侍

も
四
品
に
止
め
、
内
官
に
は
国
政
に
関
わ
る
任
務
を
委
ね
ず
、
宮
門
の
管
理
と
内
廷

の
清
掃
の
み
を
所
掌
さ
せ
た
と
い
う
。
太
宗
は
前
朝
の
内
官
の
弊
に
鑑
み
、
内
官
の

国
政
へ
の
容
喙
を
防
止
す
る
た
め
、
彼
ら
の
職
場
と
業
務
を
内
廷
に
限
定
し
よ
う
と

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
針
の
下
で
、
内
官
を
内
廷
外
へ
派
遣
す
る

中
使
に
つ
い
て
も
、
皇
帝
の
恩
恵
を
伝
達
す
る
と
い
っ
た
私
的
な
用
向
き
に
し
か
用

い
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
、
武
后
朝
に
入
り
内
廷
が
政
治
の
舞
台
と
な
る
に
及
び
、
従
来
の
内
官
抑

制
の
方
針
も
徐
々
に
弛
緩
し
て
い
っ
た
如
く
で
、
上
掲
宦
者
伝
に
よ
る
と
、
武
后
・

中
宗
朝
に
内
官
が
大
幅
に
増
員
さ
れ
た
と
言
う
。
恐
ら
く
、
そ
の
よ
う
な
変
化
は
内

官
の
活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
内
廷
に
限
定
さ
れ
て
い
た
彼
ら
の
業
務
が
内
廷
外

へ
も
拡
張
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
武
后
が
內
使
を
遣
わ
し
外
廷
の
行
政
官

庁
の
業
務
に
直
接
干
渉
し
た
上
述
の
事
例
は
、
正
に
そ
れ
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

小
論
は
唐
に
お
け
る
中
使
の
活
動
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
宋
代
の
三
班
使
臣
の
起

源
を
跡
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
活
動
を
通
し
て

唐
朝
に
お
け
る
内
官
の
専
横
の
経
過
を
窺
お
う
と
い
う
試
み
の
一
部
で
あ
る
。
本
論

で
は
唐
初
の
中
使
を
扱
っ
た
の
で
、
第
一
の
観
点
に
つ
い
て
は
論
究
せ
ず
、
第
二
の

観
点
に
つ
い
て
中
使
の
任
務
に
焦
点
を
当
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
太
祖･

太
宗

朝
に
お
い
て
は
内
官
抑
制
の
方
針
の
下
で
、
中
使
は
専
ら
皇
帝
の
恩
恵
の
伝
達
を
主

た
る
任
務
と
し
た
こ
と
、
し
か
し
武
后
朝
に
至
る
と
国
初
の
方
針
は
徐
々
に
緩
み
、

中
使
は
皇
帝
の
意
思
を
行
政
官
庁
に
反
映
さ
せ
る
使
者
と
し
て
活
動
す
る
ケ
ー
ス
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

内
侍
省
に
限
定
さ
れ
た
内
官
の
活
動
が
外
廷
に
拡
張
し
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
律

令
官
制
の
制
約
の
中
に
あ
っ
て
、
自
ら
の
政
治
的
意
図
を
直
接
国
政
に
反
映
さ
せ
ん

と
す
る
皇
帝
の
思
惑
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
一
方
で
、
そ
う
し
た
動
き
は
内

官
を
し
て
行
政
官
庁
に
対
す
る
隠
然
た
る
影
響
力
を
付
与
せ
し
め
る
と
い
う
結
果
を

派
生
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
玄
宗
朝
以
降
の
内
官
が
徐
々
に
専
横
の
傾
向
を

逞
し
く
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
前
掲
の
『
唐
書
』
宦
者
伝
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
動
き
を
中
使
の
活
動
か
ら
窺
う
試
み
は
、
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
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［
注
］

（
１
）『
通
鑑
』
巻
一
七
九
、
隋
・
開
皇
二
〇
年
の
条
に
、

後
數
日
、
素
入
侍
宴
、
微
稱
、
晉
王
孝
悌
恭
儉
、
有
類
至
尊
。
用
此
揣

后
意
。
后
泣
曰
、
公
言
是
也
。
吾
兒
大
孝
愛
、
每
聞
至
尊
及
我
遣
內
使

到
、（
內
使
猶
言
中
使
。
使
、
疏
吏
翻
。）
必
迎
於
境
首
。
言
及
違
離
、

未
嘗
不
泣
。

と
あ
り
、
こ
れ
は
隋
末
の
史
料
で
あ
る
が
、
傍
線
部
の
「
內
使
」
に
つ
い
て

の
胡
三
省
の
注
に
よ
れ
ば
、「
內
使
」
と
「
中
使
」
は
同
一
の
実
態
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

（
２
）
拙
稿
「
唐
供
奉
官
考
」（
『
史
学
論
叢
』
三
八
、二
〇
〇
八
）

（
３
）�『
全
唐
文
』
所
載
の
各
文
章
が
属
す
る
時
代
（
皇
帝
）
に
つ
い
て
は
、
文
章
中

に
そ
れ
を
確
認
で
き
る
文
言
が
あ
る
も
の
は
そ
れ
を
根
拠
に
判
定
し
た
。
た

だ
、
拠
る
べ
き
根
拠
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、『
全
唐
文
』
が
載
せ
る
当
該

文
章
の
著
者
に
関
す
る
略
歴
か
ら
判
断
し
た
。
以
下
、
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
と
し
た
略
歴
の
記
事
を
示
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

⑫�

の
李
大
亮
の
略
歴
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
（
『
全
唐
文
』
巻
一
三
三
）。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
彼
が
高
祖･

太
宗
朝
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

大
亮
、
雍
州
涇
陽
人
。
隋
末
署
韓
國
公
行
軍
兵
曹
。
與
李
密
戰
敗
、
賊

帥
張
弼
異
而
釋
之
。
高
祖
入
關
、
自
東
都
歸
國
、
授
土
門
令
。
超
拜
金

州
總
管
府
司
馬
。
太
宗
立
、
封
武
陽
縣
男
。
復
以
功
進
爵
為
公
、
領
太

子
右
衛
率
兼
工
部
尚
書
。
十
八
年
卒
。
年
五
十
九
。
贈
兵
部
尚
書
秦
州

都
督
。
諡
曰
懿
。

⑭�

宋
璟
の
略
歴
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
（
『
全
唐
文
』
巻
二
〇
七
）。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
彼
が
活
躍
し
た
の
が
中
宗
朝
か
ら
玄
宗
朝
に
か
け
て
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
本
論
に
お
い
て
こ
の
文
章
を
取
り
上
げ
た
の
は
彼

の
事
跡
に
注
目
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
彼
の
文
章
中
に
太
宗
朝
の
魏
徴
の

故
事
が
引
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

璟
、
邢
州
南
和
人
。
舉
進
士
、
調
上
黨
尉
。
為
監
察
御
史
。
累
拜
黃
門
侍

郎
。
睿
宗
立
、
遷
吏
部
尚
書
同
中
書
門
下
三
品
。
開
元
初
、
累
封
廣
平
郡

公
。
授
開
府
儀
同
三
司
、
罷
知
政
事
。
十
七
年
遷
尚
書
右
丞
相
。
二
十
年

以
年
老
乞
休
。
二
十
五
年
薨
。
年
七
十
五
。
贈
太
尉
。
諡
曰
文
貞
。

⑮�

張
說
の
文
章
に
見
え
る
「
大
唐
三
蔵
聖
教
序
」
は
、
太
宗
が
玄
奘
三
蔵
の

訳
出
し
た
仏
典
に
賜
っ
た
序
文
で
、
高
宗
撰
の
「
述
聖
記
」
と
と
も
に
褚

遂
良
が
書
写
し
、
両
者
一
対
で
大
雁
塔
に
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。

⑯�

李
嶠
の
略
歴
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
（
『
全
唐
文
』
巻
二
四
六
）。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
李
嶠
は
武
后
朝
か
ら
睿
宗
朝
に
か
け
て
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

嶠
字
巨
山
、
趙
州
贊
皇
人
。
舉
進
士
、
累
遷
麟
臺
少
監
。
聖
歷
初
、
同

鳳
閣
鸞
臺
平
章
事
。
轉
成
均
祭
酒
。
罷
知
政
事
、
檢
校
文
昌
左
丞
。
長

安
三
年
、
復
以
本
官
平
章
事
。
中
宗
朝
封
贊
皇
縣
公
、
拜
中
書
令
、
加

修
文
館
大
學
士
、
進
封
趙
國
公
。
元
宗
踐
位
。
以
中
宗
時
嶠
密
表
相
王

諸
子
勿
留
京
師
、
下
制
放
斥
。
尋
起
為
盧
州
別
駕
。
卒
年
七
十
。

⑱�･

⑲･

⑳
の
陳
子
昂
の
略
歴
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
（
『
全
唐
文
』
巻

二
一
〇
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
が
武
后
朝
に
活
躍
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

子
昂
字
伯
玉
、
梓
州
射
洪
人
。
文
明
初
、
舉
進
士
。
詣
闕
上
書
、
武
后

奇
其
才
、
擢
麟
臺
正
字
。
再
轉
右
拾
遺
。
聖
歷
初
、
以
父
老
解
官
、
歸

侍
。
縣
令
段
簡
覬
其
富
、
因
事
繫
獄
、
憂
憤
卒
。
年
四
十
三
。

��

姜
晞
の
略
歴
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
（
『
全
唐
文
』
巻
二
三
六
）。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
姜
晞
は
高
宗
朝
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
文
章
中
に

九
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姜
遐
が
死
去
し
た
の
は
天
授
二
年
と
あ
る
の
で
、
姜
遐
に
係
る
事
跡
は
高

宗
朝
と
判
断
し
た
。

晞
、
贈
岷
州
都
督

曾
孫
。
永
隆
元
年
進
士
。
官
工
部
侍
郎
。
襲
封
郕

國
公
。

��

李
邕
姜
晞
の
略
歴
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
（
『
全
唐
文
』
巻
二
六
三
）。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
李
邕
は
武
后
か
ら
玄
宗
朝
に
か
け
て
の
人
物
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
た
だ
、
こ
の
文
章
は
大
雲
経
寺
の
建
立
に
係
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
当
該
時
代
を
武
后
朝
と
判
定
し
た
。

邕
字
泰
和
、
祕
書
郎
善
子
。
長
安
初
、
拜
左
拾
遺
。
唐
隆
元
年
、
拜
殿

中
侍
御
史
。
改
員
外
郎
郎
中
。
屢
貶
、
幾
中
法
死
。
以
軍
功
累
轉
括
淄

滑
三
州
刺
史
。
天
寶
初
、
為
汲
郡
北
海
太
守
。
旋
為
吉
溫
羅
織
、
勅
使

就
郡
決
殺
之
。
時
年
七
十
餘
。
後
因
恩
例
得
贈
祕
書
監
。

��

張
楚
金
の
略
歴
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
（
『
全
唐
文
』
巻
二
三
四
）。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
彼
が
高
宗･

武
后
朝
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
使
と

の
関
わ
り
で
取
り
上
げ
た
乙
速
孤
行
儼
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
文
章
中
に

神
竜
二
年
の
文
言
が
見
え
る
の
で
、
中
宗
朝
の
で
き
ご
と
と
判
断
し
た
。

楚
金
、
并
州
人
、
贈
工
部
尚
書
道
源
子
。

貢
進
士
擢
第
。
高
宗
朝
為

刑
部
侍
郎
。
武
后
朝
遷
秋
官
尚
書
、
賜
爵
南
陽
侯
。
為
酷
吏
周
興
所
陷
、

配
流
嶺
表
、
卒
。

一
〇

唐代中使考（一）― 唐初の中使 ―（友永）


